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登録医療機関 11月現在 324施設
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腫瘍内科御紹介

東北薬科大学病院　腫瘍内科部長　木
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当院化学療法室には、専任医師２名 (日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医 1名を含む）、看護師 2名
（がん化学療法看護認定看護師 1名を含む）と専任薬剤師 2名 (交代制) 4名が常駐しています。また、経
験豊富な心理療法士が必要に応じて参加しています。
近年のがん化学療法においては、新規抗癌剤や分子標的薬の登場、支持療法の変遷や、がんを慢性疾患
として考えるといった概念の変遷などによって、患者の Quality of Life (QOL) を重視した外来治療が重
要な役割を果たすようになってきています。これはがん患者情報の集中管理とデータベース化により横断
的な臨床研究のリソースを与え、がん化学療法を専門にする医療従事者の教育の場になるという、事実上
のオンコロジーセンターとしての機能だけでなく、がん患者が社会生活、家庭生活を送りながら自ら治療
日・治療時間を選択できるといった臨床上の利便も生みだしたことを意味しています。
当院外来化学療法室において、各科御担当医の御指導のもと、専任看護師、専任薬剤師および心理療法
士と協力しながら、外来で治療されている各患者それぞれに合ったがん治療の方向性を見据えるべく、毎
週各科と現在、カンファレン
スを行い、がん患者に本邦で
行われている、標準治療
“State of the Art” を、有害
事象の出現なく実践するた
めに奮闘しています。
登録医の先生方とも、今後
とも密接な連携に努め、御紹
介患者様の素早い対応、そし
てこちらからの抗がん剤の
副作用に対する対応や緩和
ケアを含めた様々な御加療
をお願いしたく存じており
ますので、何卒よろしくお願
い致します。
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照井在宅緩和クリニック（宮城野区） 照井　隆広 先生

こうのすクリニック（若林区） 鴻巣　　武 先生

〃 深谷　　建 先生

宮城厚生協会　長町病院（太白区） 五十嵐孝之 先生

吉岡 QQクリニック（大和町） 永沼　　滋 先生

新規登録医療機関
新たに登録医にご参加いただきました

東北薬科大学病院　放射線部　千葉　浩生
当院では、2014年９月に世界最新鋭・最高性能の東芝社製 320列型 CT Aquilion ONEを導入しました。
これまで当院の最新機種であった 64列型 CTをはるかに上回る 320列の検出器を搭載しています。検出器
が体軸方向に 0.5mm×320列（総幅 160mm）あり、64列（総幅 32mm）CTの 5倍の幅を持っています。
また、Ｘ線管球の回転速度が、１回転 0.275秒の高速スキャンも併せ備えています。
寝台を固定した状態では、1回転で最大

160mmの範囲を撮影することが可能な装置
です。この技術は、特に冠動脈や脳血管などの
撮影に威力を発揮し、心臓のような動く臓器
でも撮影した像と像の間に時間的なズレのな
い鮮明な画像が得られます。
これまで、64列型 CTで冠動脈を撮影して
きましたが、1回転（0.35秒）の撮影範囲が
32mmだったので、寝台を動かしながららせ
ん状に撮影する方法（ヘリカルスキャン）により心臓部を 10〜15秒程度時間をかけて撮影していました。
320列型では、1回転 0.275秒で瞬時に撮影することが可能になりました。64列型と比較して、1/3の被曝
量、2/3の造影剤量で検査が行え、冠動脈 CT検査がより安全で、安楽に受けていただけるようになりました。
また、得られた高分解能なデータを利用して、3Ｄ画像や様々な方向の断層像を作成して診断や治療に役立て
ています。
当放射線部は、これからも地域の皆様により質の高い医療が提供できるよう努力して参ります。

320列型 CT Aquilion ONE の紹介

34号d̲レイアウト 1  平成 26/12/25  9:13  ページ 2



新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。新しく就任された先生方です。よろしくお願いいたします。

T O I C SP
地域医療研修会（講演会・交流会）開催しました

医療連携セミナー等について（予定）
平成 26年 11月 27日（木） 17：45～　感染症対策セミナー

登録医の先生方との交流会「東北薬科大学病院地域医療研修会（講演会・交流
会）」が平成 26年 9月 19日（金）午後 7時よりホテルメトロポリタン仙台にお
いて開催されました。登録医の先生方と当院の職員の合計 97名の参加でした。特
別講演は『糖尿病診療 UPDATE』を東
北大学大学院糖尿病代謝内科学分野
教授  片桐　秀樹  先生、話題提供は

『糖尿病の最新検査について～当院における OGMの現状～』
を当院糖尿病内科部長　善積　信介の 2題でした。続いて交
流会を行い、田林晄一病院長の挨拶のあと佐藤彰内科消化器
科医院　佐藤彰先生より挨拶をいただきました。登録医の先
生方から貴重なご意見をいただきながら、和やかな中で終了
いたしました。
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耳鼻咽喉科からのお知らせ
―舌下免疫療法とレーザー下甲介焼灼術―

スギ花粉症の舌下免疫療法についての問い合わせが来ております。スギの舌下免疫療法は花粉症
の時期に始めるとアナフィラキシーなどの副作用が起こりやすいとされるため、当院では来年７月

から開始できるよう準備中です。適応は 12歳以上のスギ特異的 IgG抗体陽性の方で、禁
忌はβ阻害薬使用中の方や不安定な気管支喘息の方となっております。
また、CO２レーザーによる下甲介焼灼術も行っています。慢性の鼻閉に対して特に効果
があり、外来手術として行なっております。舌下免疫療法は最低でも 2年以上の定期通院
が必要なので、即効性を期待する場合は、レーザー治療をおすすめします。
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外来診療担当 一 覧表
金木水火月診　療　科階

循
環
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セ
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タ
ー

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー

1F

2F

1F

*最終水曜日のみ中村隆司

診察室④

診察室⑤

診察室⑥

診察室⑦

新患　診察室①

再来　診察室②

新患

再来

新患・午後

新患・再来

新患　診察室①

診察室②

再来　診察室③

診察室④

新患

再来　午前

午後

午前

午後

再来(整形)

診察室①

診察室②

診察室③

診察室①

診察室②

診察室③

新患

再来

新患・再来

口腔外科

新患・再来午前

午後

診察室①

診察室②

診察室①

診察室②

診察室①（午前）

（午後）

診察室②（午前）

（午後）

診察室

診察室　

消化器内科

外科

呼吸器内科

呼吸器外科
循環器
内科

心臓血管外科
リウマチ
膠原病
センター

整形外科

糖尿病内科

内分泌外来
神経内科

リハビリテーション科
耳鼻咽喉科

放射線科
歯科

泌尿器科

皮膚科

眼科

精神科

腫瘍内科

総合診療科
産婦人科

健康管理センター

間質性肺炎・
サルコイドーシス

再来

新患

新患

新患

交替

再来

新患

新患

再来

新患

山　本　　　毅
米　地　　　真
福　士　大　介
近　藤　史　帆
柴　田／児　山
柴　田／岩　指
佐　藤　龍一郎

渡　邊　利奈子

田　畑　俊　治
中　野　陽　夫
菊　田　　　寿
関　口　祐　子
三浦誠／渡辺卓
武　田　朋　樹
竹　下　美　紀

小　寺　隆　雄
小　寺　隆　雄
石　塚　正　人

佐　野　徳　久
石　塚　正　人

平　井　　　敏
渡　辺　　　崇

井　樋　慶　一
小　林　理　子
金　子　仁　彦
渡　邉　裕　志
粟田口　敏　一
東海林　　　史
舘　田　　　豊
《大学医師》
細　谷　　　誠

千　釜　理　佳
國　方　なぎさ
佐々木　慎　司
安　田　尚　子
白　木　達　彦
白　木　達　彦
伊　藤　文　晃

木　場　崇　剛

深　谷　孝　夫
妹　尾　匡　人
三田地／阿　部
渡　邊　隆　夫

再来

新患

再来

新患

新患

再来

隔週

午後

再来

再来

再来

再来

米　地　　　真
鈴　木　範　明
松　村　吉　史
近　藤　史　帆
向　田　和　明

児　山　　　香
海老名　雅　仁
海老名　雅　仁
海老名　雅　仁
田　畑　俊　治
山　中　多　聞
宮　下　武　彦
中　野　陽　夫

小　寺　隆　雄
舟　生　俊　夫

岡　　　友美子

峯岸/石塚/中村
佐　野　徳　久

渡　辺　　　崇
善　積　信　介

藤　盛　寿　一
石　垣　あ　や

東海林　　　史
鹿　島／舘　田
小　山　周　樹
細　谷　　　誠
篠　原　文　明
前　原　郁　夫

千　釜　理　佳
國　方　なぎさ
佐々木　慎　司
《応援医師》
伊　藤　文　晃
吉　澤　　　亮
飯　井　雅　也
飯　井　雅　也
三田地　泰　司
木　場　崇　剛

深　谷　孝　夫
妹　尾　匡　人
人　見　秀　昭
阿　部　眞　秀

再来

新患

新患

新患

再来

再来　　　　

新患

新患

再来

新患

再来

*

山　本　　　毅
目　黒　敬　義
宇都宮　恭　子
支　倉　さやか
佐　藤　龍一郎

岩　指　　　元
大河原　雄　一
海老名／小　林

片　平　美　明
住　吉　剛　忠
山　家　　　実

岡　　　友美子
舟　生　俊　夫

岡　　　友美子

中　村　　　聡
峯　岸　英　絵
佐　野／石　塚
中　村　　　聡

平　井　　　敏
渡　辺　　　崇
善　積　信　介

石　垣　あ　や
藤　盛　寿　一
《応援医師》
粟田口　敏　一
鹿　島　和　孝
舘　田　　　豊
小　山　周　樹
細　谷　　　誠

千　釜　理　佳
國　方　なぎさ
佐々木　慎　司
安　田　尚　子
伊　藤　文　晃
伊　藤　文　晃
高　野　毅　久
髙　橋　明　香
松　原　信　行
木　場　崇　剛

深　谷　孝　夫
妹　尾　匡　人
三田地　泰　司
田　林／中　村

新患

再来

新患

新患

新患

再来

隔週

午後

再来

再来

新患

山　本　　　毅
目　黒　敬　義
松　村　吉　史
支　倉　翔太郎
岩　指　　　元

向　田　和　明
大　野　　　勲
海老名　雅　仁
海老名　雅　仁
箕　輪　宗　生
片　平　美　明
関　口　祐　子
山　中　多　聞

岡　　　友美子
小　寺　隆　雄
小　寺　隆　雄
岡　　　友美子
岡　　　友美子

峯岸/石塚/中村
佐　野　徳　久

平　井　　　敏
《応援医師》
善　積　信　介

川　口　典　彦
小　林　理　子

東海林／粟田口
鹿　島　和　孝
小　山　周　樹
細　谷　　　誠
宮　下　　　仁
《応援医師》
松下真史／大黒祥光
千　釜　理　佳

佐々木　慎　司
安　田　尚　子
伊　藤　文　晃
白　木　達　也
吉　澤　　　亮

三田地　泰　司
木　場　崇　剛
人　見　秀　昭

妹　尾　匡　人
阿　部／中　村
田　林　晄　一

新患

再来

新患

新患

第４以外

第４

交替

交替

新患

再来

再来

再来

再来

再来

新患

山　本　　　毅
鈴　木　範　明
佐　藤　倫　紀
支　倉　さやか
柴　田　　　近
児　山　　　香
柴　田／児　玉
渡　邊　利奈子
海老名　雅　仁

箕　輪　宗　生
片　平／山　家
菊　田　　　寿
宮　下　武　彦
三　浦　　　誠
武　田　朋　樹

小　寺　隆　雄
小　寺　隆　雄
佐　野　徳　久
峯　岸　英　絵
佐　野　徳　久
石　塚　正　人
中　村　　　聡
平　井　　　敏
渡　辺　　　崇
善　積　信　介

小　林　理　子
《応援医師》
渡　邉　裕　志
粟田口　敏　一
東海林　　　史
舘　田　　　豊
小　山　周　樹
細　谷　　　誠

福　﨑　　　篤
福　﨑　　　篤
千　釜　理　佳
國　方　なぎさ
佐々木　慎　司
安　田　尚　子
吉　澤　　　亮
吉　澤　　　亮
白　木　達　也

木　場　崇　剛

深　谷　孝　夫
妹　尾　匡　人
目　黒　敬　義
田　林　晄　一

平成26年11月4日現在

※都合により担当医師が変更している場合があります。

東北薬科大学病院
電　話 022−259−1221（代表）
電　話 022−388−9593（医療連携センター直通）
ＦＡＸ 0120−25−9121（医療連携センター直通 FAX）
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